




based policy making: EBPM) の課題と新たな可能性について論考するこ
とである。EBPMとは，政策オプションのなかから政策を探索・選択・
決定するさいにもっとも有用なエビデンスを明確に活用することである










1　英国ではEBPMを推進する中心的な組織としてWhat Works Centre (WWC) が設立
され，エビデンスの創出 (generation)，伝達 (transmission)，適用 (adoption)が進んで
いる。一方，米国でも予算要求においてエビデンスが要件化されており，オバマ政権時





























































ダム化比較実験 (randomized controlled trial: RCT)，あるいはRCTのメタ・




































いる (Stoker and Evans 2016)。医学は臨床につなげるために知識を収束
させる傾向にあるが，社会科学は知識を多様化させる傾向にあり，多様な
専門家の意見に対する統合は容易ではない (Kuroki et al. 2016; Massaro 
















7　特に労働市場におけるEBPMの実績はHamermech and Nottmeyer (2017) に詳しく
収録されている。
8　また，RCTを含めたエビデンスを得るための方法について，過去に効果があったと



















































































　米国の地方政府ではサービス努力と成果に関する報告書 (service efforts 















可視化は，経済性 (economy)，効率性 (efficiency)，有効性 (effectiveness) 
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　たとえば，図表 3 は 4 年間の歳出が必要な政策を示している。現金主義
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